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前年同調査1）ますが
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馳夢
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轡轟

馨
吃の全線開通しかありま

旛
霧

華

。
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舜
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琳
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夢
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騨
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饗

4号線こみあう

交
通
騒
音
基
準
値
超
す

　
市
衛
生
課
か
こ
の
ほ
ど
四
号
線
に

面
し
た
住
宅
地
区
で
測
定
し
た
と
こ

ろ
、
朝
（
六
時
～
七
時
）
六
七
ホ
ン

昼
（
八
時
～
十
八
時
）
六
九
ホ
ン
、

夕
（
十
九
時
～
二
十
一
時
）
六
六
ホ

ン
、
夜
（
二
十
二
時
～
五
時
）
五
八

ホ
ン
の
交
通
騒
音
値
が
出
、
こ
の
数

値
は
、
公
害
対
策
基
本
法
で
「
維
持

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
し
て

い
る
環
境
基
準
（
朝
五
〇
ホ
ン
、
昼

五
五
ホ
ン
、
夕
五
〇
ホ
ン
、
夜
五
ニ

ホ
ン
）
を
大
き
く
上
ま
わ
っ
て
い
ま

す
。　

し
か
し
、
昨
年
の
同
調
査
と
比
べ

ま
す
と
、
朝
、
昼
、
夜
と
も
に
一
ホ

ン
ず
つ
下
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　
四
号
線
の
交
通
量
は
、
ひ
ま
し
に

ふ
え
て
い
ま
す
。

　
一
時
間
十
分
の
測
定
で
の
交
通
量

夕
三
百
一
台
、
夜
二
百
九
十
六
台
で

計
二
千
八
百
十
八
台
と
な
り
、
『
日

一
万
六
千
九
百
八
台
の
上
下
通
過
車

両
台
数
で
す
。

　
し
か
し
、
四
号
線
の
交
通
量
か
ら

み
て
、
四
号
線
上
で
の
交
通
事
故
件

数
は
若
千
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
ひ
と
つ
に
、
歩
行
者
が

四
号
線
の
利
用
を
控
え
て
い
る
こ
と

と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
他
の
道
路
よ
り

注
意
を
は
ら
っ
て
い
る
結
果
と
い
え

ま
す
。

　
し
か
し
、
減
少
し
た
か
ら
と
い
っ

は
、
朝
二
百
二
十
台
、
昼
二
千
一
台
、

騨
　　　　　道路相談所
　今月は、道路を守る月間です、市民の皆さんが常日

頃いだいている道路（国、県、市道）への苦情、要望等を聴

聴取し、解決して行くための道路相談所を次の日程で

開催しますのでお気軽にご利用下さい。

　　　と　き　　8月10目　　10100～15：00

　　　ところ　　市役所第一会議室

鰭

．
録
さ
置
訴
を

　
大
阪
西
宮
を
通
る
国
道
四
十
三
号

線
で
の
こ
と
で
す
が
、
交
通
量
の
激

黛鰍欝
　騒音測定中
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、
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饗
．
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鱒

諭
讐
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（

　四号線の交通騒音は基準値を超してお

よりも1ホン減少。

上下通過車両台数は約17，000台。

　この二つの問題解決は、白石バイパス

せん。

し
い
幹
線
道
路
周
辺
で
生
ま
れ
育
っ

た
子
ど
も
の
身
長
が
、
ほ
か
の
所
の

子
ど
も
よ
り
若
干
低
い
と
い
う
こ
と

が
神
戸
大
学
の
調
査
で
わ
か
り
ま
し

た
。　

こ
れ
は
、
子
ど
も
の
成
長
ホ
ル
モ

ン
は
熟
睡
時
に
出
る
の
に
、
夜
間
の

騒
音
、
振
動
で
熟
睡
を
防
げ
発
育
に

影
響
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
四
号
線
糎
て
い
で
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
着
工
し
て
い

る
白
石
バ
イ
バ
ス
の
全
線
開
通
を
望

む
声
は
し
だ
い
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
、
市
長
、
市
議
会
議
長
は
じ
め
関

係
各
課
、
な
ら
び
に
白
石
警
察
署
も

東
北
地
方
建
設
局
へ
陳
情
を
か
さ
ね

て
い
ま
す
が
、
地
建
か
ら
は
「
予
算

不
足
」
と
い
う
説
明
し
か
伝
え
ら
れ

て
お
り
ま
せ
ん
．
、

　
市
民
の
迷
惑
は
、
ほ
を
っ
て
お
け

な
い
と
、
市
長
は
中
央
へ
の
直
訴
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
、
市
民
の
総
力
を
あ
げ
て
こ
の

問
題
の
解
決
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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理
容
競
技
大
会
　
理
容
士
さ

ん
た
ち
の
日
ご
ろ
の
腕
の
み
せ

ど
こ
ろ
と
、
ハ
サ
ミ
さ
ば
き
も

あ
ざ
や
か
に
。

ダ

，
　
瓦
ぎ

破聴

）
、
箋

　
ア
ユ
最
盛
期
　
7
月
1
日
に

ア
ユ
の
解
禁
、
太
公
望
た
ち
の

腕
の
み
せ
ど
二
ろ
。
え
も
の
も

上
々
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蓬

緑の大敵

、爆～懇

　薗云酬

トの退治をアメヒ
　　　　　　　徽』

プラタナスにむらがるアメヒト

　
緑
の
大
敵
「
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
」
か
、
こ
と
し
も
各
家
の
庭
木
を

食
い
荒
し
て
い
ま
す
。
こ
の
虫
は
戦

後
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
入
り
、
た

ち
ま
ち
広
が
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
桜
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
な
ど
の
街
路

樹
、
庭
木
を
は
じ
め
桑
、
梨
な
ど
の

農
作
物
ま
で
手
あ
た
り
次
第
に
食
い

荒
ら
す
雑
食
性
の
害
虫
で
す
。

　
　
　
ど
ん
な
虫
か

　
成
虫
は
、
純
白
の
美
し
い
蛾
（
が
）

で
、
体
長
一
㎝
ぐ
ら
い
。
年
二
回
発

生
し
ま
す
。

　
卵
は
葉
の
裏
に
七
百
～
八
百
粒
を

か
た
め
て
生
み
、
白
毛
で
薄
く
お
お

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
幼
虫
は
体
長
が
三
㎝
ぐ
ら
い
の
毛

虫
で
、
糸
を
吐
き
巣
を
つ
く
り
ま
す
。

　
巣
は
六
月
ご
ろ
と
八
～
九
月
の
年

に
ボ
ロ
布
を
つ
け
、
油
に
浸
し
て
、

火
を
つ
け
て
焼
く
方
法
も
あ
り
ま
す

が
、
十
分
注
意
の
う
え
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
高
い
枝
の
場
合
は
切
り
落
と
し
て

焼
い
て
く
だ
さ
い
。

薬
剤
で
退
治
す
る
と
き
は
、
幼
虫

の
分
散
後
、
虫
に
直
接
散
布
す
る
。

薬
剤
は
、
D
E
P
乳
剤
（
テ
ィ
プ
テ
『

レ
ッ
ク
ス
）
千
五
百
倍
液
を
使
用
し

て
下
さ
い
。

　
　
薬
剤
散
布
車
派
遣

　
す
で
に
幼
虫
が
分
散
し
、
家
庭
で

手
に
お
え
な
い
状
態
に
な
っ
た
時
は
、

行
政
区
長
を
通
じ
市
衛
生
課
（
且
五

－
二
一
一
一
内
線
二
〇
一
）
へ
連
絡

く
だ
さ
い
。
薬
剤
散
布
車
を
派
遣
し

ま
す
。

二
回
、
桜
、
プ
ラ
タ
ナ
ス

柳
、
桑
、
柿
、
ミ
ズ
キ
に

多
く
み
ら
れ
ま
す
．

　
　
駆
除
方
法

　
巣
の
処
分
”
幼
虫
は
集

合
し
て
巣
を
作
る
性
質
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
　
（
十
日

～
十
二
日
過
ぎ
て
分
散
す

る
）
こ
の
時
期
を
逃
さ
ず

と
ら
え
て
殺
す
の
が
効
果

的
で
、
幼
虫
の
巣
虫
と
り

が
第
一
で
す
。

　
駆
除
方
法
H
巣
虫
の
う

ち
に
見
つ
け
た
ら
長
い
棒

Q
国
旗
一
枚
佐
藤
育
男
深
谷

保
育
園
国
旗
、
掲
揚
　
o
鳩
時
計
一

個
深
谷
保
青
園
納
一
回
卒
園
児

父
冠
　
深
谷
保
育
園
半
業
記
～
．
一

〇
土
地
四
三
平
方
米
　
小
野
壱
産

集
m
　
直
路
敷
地
　
O
鶴
の
刺
綿

額
　
占
川
消
占
福
岡
公
民
館
落
成

記
念
　
O
屋
外
用
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

ス
ビ
ー
カ
ー
一
式
、
リ
ラ
グ
ロ
ッ

ケ
ン
一
台
、
木
琴
台
三
台
、
メ
ロ

野
外
用
テ
ン
ト
一
張
　
昭
和
五
一

年
度
福
岡
小
　
　
卒
業
生
一
同
父

母
　
福
岡
小
　
　
晶
　
　
　
　
o

色
紙
ケ
ー
ス
、
ポ
ス
ト
　
深
谷
保

育
園
第
二
回
卒
業
園
児
父
兄
　
漂

谷
保
育
園
卒
業
記
念
　
O
ス
テ
レ

才
　
寺
島
勇
　
視
聴
覚
教
育
　
O

鏡
日
下
長
冶
　
福
岡
公
民
館
落
成

記
念
o
行
政
区
用
回
覧
板
一
、
〇

六
〇
部
　
白
石
．
電
報
電
話
局
　
電

講
翫
韓
薗
圃
獅
蝋
辮

長
袋
婦
入
会
　
福
岡
公
民
館
落
成

記
念
　
O
藤
娘
人
形
　
福
岡
地
区

民
生
委
員
　
福
岡
公
民
館
落
成
記

念
　
o
現
金
三
一
万
円
　
奨
学
資

金
　
o
土
地
二
、
〇
三
平
方
米

上
西
寛
一
、
上
西
節
子
、
上
西
礼

二
、
上
西
淑
、
上
西
甲
子
郎
、
上

西
た
か
、
道
路
敷
地
　
O
集
団
反

応
分
析
装
置
　
永
山
栄
干
　
越
河

小
学
校
の
児
童
労
力
向
上
に
　
O

置
　
o
新
日
本
紀
行
全
七
巻
他
五

七
冊
分
　
白
石
ロ
；
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
　
図
書
館
備
付
図
書
　
O
防
犯

螢
光
灯
二
〇
W
六
基
　
東
北
電
力

白
石
営
業
所
　
春
の
サ
ー
ビ
ス
旬

問
行
事
　
0
ス
モ
ー
キ
ン
グ
ク
リ

ー
ン
　
白
石
地
区
た
ば
こ
阪
売
組

・
・
　
市
民
刊
用
　
o
現
金
百
万
円

銭
谷
宮
四
男
．
図
書
館
備
伺
図
警
．

購
べ
代
。

孫

太

郎

虫

白

箒
轟⑤
馨
員〔　斎
飯川
、地沼
　区
寅〕
治

　
表
紙
写
真
は
田
村
神
社
境
内
の
、

　
　
　
　
　
　
　
あ
ぶ
ね
ず
り
　
　
　
　
み
ち
ば
た

も
と
奥
州
街
道
の
鎧
摺
坂
の
路
傍
（

道
路
改
修
で
路
盤
が
切
り
下
げ
ら
れ
て

今
は
街
道
の
東
側
の
高
さ
二
m
ほ
ど
の

崖
の
途
中
に
あ
る
）
に
建
て
ら
れ
た
孫

太
郎
虫
の
供
養
碑
f
、
あ
り
、
碑
面
に

大
正
八
年
八
月
建
立
、
奥
州
斎
川
八

百
五
十
年
諌
と
刻
銘
が
あ
る
。

　
孫
太
郎
虫
は
今
で
こ
そ
食
品
と
し

て
取
扱
わ
れ
細
々
と
取
引
さ
れ
て
昔

日
の
偲
は
な
い
が
、
か
つ
て
は
独
特

の
服
装
の
行
商
姿
で
、
江
戸
は
も
と

よ
り
広
く
全
国
に
売
り
だ
さ
れ
、
小

　
　
か
ん

児
の
疽
の
妙
薬
と
し
て
全
国
的
に
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

名
だ
っ
た
。
ど
こ
に
で
も
棲
む
ヘ
ビ

ト
ン
ボ
の
幼
虫
の
こ
の
薬
が
、
有
名

に
な
っ
た
の
は
、
文
化
三
年
二
氏

〇
六
年
）
に
江
戸
の
文
入
山
東
京
伝

に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
「
敵
討
孫
太
郎

虫
」
と
い
う
黄
表
紙
（
小
説
）
の
あ

だ
打
ち
物
語
に
よ
る
点
が
多
い
。

　
話
は
、
永
保
年
間
（
一
〇
八
二
年

こ
ろ
）
白
河
天
皇
の
時
、
丹
波
国
（

京
都
府
）
の
管
領
大
江
時
廉
の
家
臣

僑
立
倉
之
進
と
妻
小
夜
の
間
に
桜
戸

と
い
う
絶
世
の
美
入
娘
が
あ
っ
た
。

　
同
家
中
の
大
柳
一
角
が
婿
養
子
の

申
入
を
し
た
が
断
わ
ら
れ
、
代
っ
て

奥
州
磐
城
の
判
官
政
氏
の
家
臣
大
和

田
兵
衛
の
子
要
人
が
祝
言
を
あ
げ
て

養
子
に
入
っ
た
。
一
角
は
こ
れ
に
恨

み
を
抱
い
て
、
主
人
名
代
で
鎭
守
の

森
へ
参
詣
の
倉
之
進
を
殺
害
し
、
主

家
大
江
家
の
名
刀
を
奪
っ
て
逐
電
し

て
し
ま
っ
た
、
残
さ
れ
た
遺
族
は
一

角
を
討
つ
た
め
諸
国
の
旅
に
出
た
が
、

母
小
夜
は
病
死
し
、
婿
の
要
入
は
逆

に
一
角
ら
に
襲
わ
れ
て
殺
害
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
縁
故
を
た
ど
っ
て
斎
川

に
流
れ
つ
い
た
桜
戸
は
こ
こ
で
忘
れ

形
見
の
孫
太
郎
を
生
ん
だ
。
し
か
し

五
才
の
時
病
に
か
・
り
危
篤
に
な
っ

た
。
こ
の
時
田
村
明
神
か
ら
、
斎
川

　
む
　
　
か
　
　
て

の
田
百
虫
の
よ
う
な
虫
の
む
し
焼
を

服
用
す
れ
ば
い
い
と
お
告
げ
が
あ
り

こ
れ
を
服
用
し
て
全
快
、
成
人
し
で
、

十
五
才
の
時
、
田
村
神
社
の
境
内
で

知
入
の
郷
助
の
助
け
を
受
け
敵
一
角

を
討
っ
て
本
懐
を
と
げ
主
家
に
帰
参

が
か
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
物
語
と

共
に
孫
太
郎
虫
の
販
路
は
大
い
に
拡

が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
一
説
に
、
孫
右
衛
門
と
い
う

七
六
才
の
老
農
が
、
常
に
老
妻
と
共

に
こ
の
虫
を
食
っ
て
い
た
所
、
妻
が

妊
娠
し
孫
太
郎
と
い
う
玉
の
よ
う
な

男
子
を
生
み
、
仙
台
の
殿
様
か
ら
お

賞
め
の
言
葉
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ

子
宝
の
ほ
し
い
入
に
効
果
が
あ
る
と

も
言
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自

　
成
人
病
全
体
の
共
通
の
基
盤
は
、

肉
体
の
年
齢
で
す
。

い
わ
ば
老
化
の
ひ

き
起
こ
す
障
害
な

の
で
、
高
年
齢
に

な
る
ほ
ど
患
者
も

多
く
な
る
わ
け
で
す
．
、

て
送
り
出
さ
れ
る
の
で
、
血
圧
は
そ

の
運
動
を
利
用
し
て
普
通
腕
で
計
り

ま
す
。
ど
こ
か
ら
が
高
血
圧
か
は
な

か
な
か
き
め
に
く
い
の
で
す
が
、
W

H
O
（
世
界
保
健
機
構
）
で
は
最
大

血
圧
（
心
臓
が
縮
少
し
て
血
液
を
送

り
だ
す
と
き
の
血
圧
）
百
六
十
．
．
・
サ
以

上
、
最
小
血
圧
（
心
臓
が
拡
張
し
た

時
の
圧
力
）
九
十
五
．
．
．
サ
以
上
と
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
二
十
代
三
十
代

　
　
　
　
　
　
　
の
入
は
、
最
大
血

高
血
圧

こ
の
老
化
を

も
っ
と
も
強
く
現
わ
す
の
が
高
血
圧

で
す
。

　
高
血
圧
と
は

　
血
液
は
心
臓
の
収
縮
運
動
に
よ
っ

夢

白石二小　五年

　米沢　　哲

　
ぽ
く
の
夢
は
パ
イ
ロ
ツ
ト
に
な
る

こ
の
で
す
。
パ
イ
ロ
・
ト
に
な
っ
て

鳥
の
よ
う
に
自
由
に
空
を
飛
び
ま
わ

う
。
血
圧
は
、

な
ど
で
変
わ
り
ま
す
の
で
、

け
で
自
分
の
血
圧
を
判
断
し
な
い
で

日
を
改
め
て
何
回
が
測
定
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う

　
圧
百
四
十
、
最
小

　
血
圧
九
十
以
上
を

　
高
血
圧
と
考
え
た

　
方
が
よ
い
で
し
よ

身
体
の
調
子
や
天
候

　
　
　
　
　
一
回
だ

り
、
見
た
こ
と
も
な
い
国
へ
行
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
友
達
を
作
り
、
日
本
の

よ
い
所
を
知
ら
せ
ま
す
「
．
そ
の
た
め

に
は
英
語
を
た
く
さ
ん
覚
え
て
管
制

塔
と
自
由
自
在
に
話
さ
れ
る
こ
と
と

高
度
や
気
圧
を
計
算
し
て
飛
べ
る
よ

う
に
計
算
の
し
方
を
お
ろ
そ
か
に
し

な
い
つ
も
り
で
す
。

　
次
に
学
年
一
小
さ
い
か
ら
も
り
も

り
た
べ
て
体
力
を
つ
け
る
こ
と
だ
と

考
え
で
、
い
ま
す
。

’
二
公
戻
毎
陶

　
　
渉
　
　
♪

説
．
、

㍉ゴ継
a6－2453

　
　
白
石
ユ
ネ
ス
コ
協
会

　
　
　
　
　
　
　
会
員
募
集

　
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
精
神
に
則
り

教
育
、
科
学
、
文
化
を
通
じ
て
、
世

界
平
和
と
地
域
社
会
の
向
上
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
目
的
と
し
た
白
石
ユ

ネ
ス
コ
協
会
会
員
を
次
に
よ
り
募
集

し
ま
す
。

　
▽
事
業
内
容
　
講
演
会
、
音
楽
会

展
示
会
、
海
外
留
学
生
と
の
交
歓
会

な
ど

　
▽
会
員
資
格
　
性
別
、
年
齢
を
問

わ
な
い

　　　戸一　9さ
　　　一，一　い

　
▽
会
費
　
一
般
会
員
　
二
千
円

賛
助
会
員
三
千
円
　
　
〔
い
づ
れ
も
年

額
）

　
申
込
先
　
中
央
公
民
館
へ

　
　
成
人
大
学
講
座
生
募
集

　
成
人
の
専
門
化
、
高
度
化
し
た
学

習
要
求
に
応
え
る
学
習
機
会
と
し
た
、

成
人
大
学
講
座
を
次
に
よ
り
開
設
し

ま
す
。

　
▽
学
習
方
法
　
講
話
と
話
し
合
い

　
▽
学
習
期
間
　
九
月
か
ら
翌
年
三

月
ま
で
三
十
時
間

　
▽
資
格
　
一
般
成
入
（
男
女
問
わ

ず
）

　
▽
募
集
入
員
　
五
十
名

　
▽
経
費
　
無
料

　
▽
申
込
み
　
八
月
二
十
日
㈲
ま
で

中
央
公
民
館
へ
。

　
　
納
涼
盆
踊
り

　
婦
く
婦
入
の
家
は
、
オ
ー
プ
ン
し

て
三
年
目
。
今
年
も
、
好
評
を
得
て

ま
す
納
涼
盆
踊
り
大
会
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

　
盛
沢
山
の
賞
品
を
と
り
そ
ろ
え
、

お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
家

族
、
隣
近
所
お
さ
そ
い
合
わ
せ
の
上

御
参
加
下
さ
い
．

　
▽
日
時
　
八
月
十
二
日
（
金
）

　
　
　
　
　
十
八
時
三
十
分

　
▽
場
所
　
働
く
婦
入
の
家

　
　
映
　
　
画
　
　
会

　
自
主
性
の
あ
る
子
供
に
育
て
る
こ

と
を
誰
も
望
ん
で
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す

か
？

　
白
石
第
一
小
P
T
A
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
共
に
見
る
映
画
会
を

開
催
し
ま
す
。
ご
覧
下
さ
い
。

▽
主
催

▽
日
時

▽
場
所

▽
題

白
石
第
一
P
T
A

八
月
十
七
日
十
九
時
～

白
石
第
一
小
体
育
館

「
子
供
の
し
つ
け
」

「
生
命
・
創
造
」

6

相
談
区
分

行
　
政
　
相
　
談

生
　
活
　
相
　
談

社
会
保
険
相
談

高
齢
者
職
業
紹
介

人
権
擁
護
相
談

補
聴
器
巡
回
サ
ー
ビ
ス

税
　
務
　
相
　
談

消
費
生
活
相
談

相
談
日

5

5
　
　
1
5
　
　
2
5

222519268

毎
週
水
・
木
・
金

時
　
間

0
土
寸
～
2
土
寸

0
寺
～
2
上
寸

9
時
3
0
分
～
1
5
時

0
寺
～
4
土
寸

0
寺
～
2
寺

－
監
　
　

－
匡

3
寺
～
4
寺

10

時
～
1
2
時

0
寺
～
6
士
～

9
時
～
M
時

場
　
　
所

市
役
所
各
種
相
談
室

市

役

所

市

役

所

市
役
所
福
祉
事
務
所

市
役
所
各
種
相
談
室

市
役
所
福
祉
事
務
所

小
原
出
張
所

市
役
所
市
民
相
談
室

市
役
所
各
種
相
談
室

等

　
市
で
は
福
岡
中
学
校
を
改
築
す
る

た
め
旧
校
舎
を
次
の
要
領
で
払
下
げ

を
い
た
し
ま
す
の
で
希
望
す
る
方
は

期
日
ま
で
に
市
建
設
課
に
申
し
出
て

下
さ
い
。

▽
建
物
所
在
地
福
岡
長
袋
字
山
の
下

▽
建
物
面
積
　
二
、
一
八
九
平
方
群

▽
払
下
料
　
無
償

▽
申
込
み
期
限
　
八
月
十
日

▽
撤
去
期
限
　
　
九
月
十
五
日

　
詳
し
く
は
、
市
建
設
課
（
五
－
二

一
】
一
内
線
二
四
一
）
へ

　
宮
城
総
合
高
等
職
業
訓
紳
牧
て
は

「
職
業
訓
練
大
学
校
一
級
及
ぴ
二
級

技
能
士
訓
練
課
程
通
信
講
座
」
受
講

生
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　
　
一
　
級

　
▽
募
集
職
種
　
機
械
科
、
仕
上
科

の
2
科

　
▽
受
講
資
格
　
受
講
資
格
審
査
を

行
い
ま
す
。

　
▽
受
講
料
　
七
∩
）
○
○
円
（
教
科

書
、
指
導
書
込
み
）

　
▽
特
典
　
一
級
技
能
検
定
学
科
試

験
免
除

　
　
二
　
級

　
▽
募
集
職
種
　
機
械
、
建
築
、
配

管
洋
服
、
広
告
美
術
な
ど
2
9
科

　
▽
受
講
料
　
五
、
○
○
○
円
（
教

科
書
、
指
導
書
込
み
）

　
▽
特
典
　
二
級
技
能
検
定
学
科
試

験
免
除

　
受
講
期
間
は
、
い
ず
れ
も
1
年
間

で
す
。
申
込
み
は
、
い
つ
で
も
宮
城

　　1善羅　警察官募集
1離1宮饗警察では・来年4月採用予定の

　　5明等1警察冨を募集しております。

響1千難ま離蕪こ、禦
。轡蹴鷺で轟、月，，から，、

　　　岱宮和35年4月1日までに生まれた男子
　　　墾賛1〉試験区分及び採用予定人員警察

口　i警察官A大学卒及び昭和53年3月卒業

貝たビル1見込の者　　約35名
竣糊警察官B警察宮A及びこれ以外の者

て　　カチ・　約35名
凝刻〉謙第・次試験1・月2日（日）
ア　　なパ1第2次試験　10月26日〔水）

ジ青どゑ　〉受付8月1日から9月17日まで、
ア年でク
　海就ア1もよりの警察署に備えてある受験案内書
蒲酬申込書に記入の上警察署一申込んで下さい

リカてボ　詳しくは・白石警察署（公5－213

力隊みリ8）へ。

各
農
協
支
所

　
　
　
新
た
に
収
納
代
理
機
関
に

　
市
税
な
ど
の
市
の
公
金
の
収
納
事

務
は
現
在
、
指
定
又
収
納
代
理
機
関

で
あ
る
銀
行
と
白
石
農
業
協
同
組
合

の
白
石
、
東
部
支
所
が
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
九
月
一
日
よ
り
次
の
農
協

支
所
で
も
取
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
越
河
支
所

　
斎
川
支
所

　
大
平
支
所

　
大
鷹
沢
支
所

　
白
川
支
所

　
福
岡
支
所

　
深
谷
支
所

　
小
原
支
所

　
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
、
市
役
所
、

出
張
所
、
分
室
で
取
り
扱
っ
て
い
た

市
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、
保
育
園

の
保
険
料
、
簡
易
水
道
給
水
料
な
ど

を
納
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
も
よ
り

の
農
協
支
所
を
御
利
用
下
さ
い
。

　
白
石
警
察
署
で
は
、
八
月
】
日
か

ら
一
ヵ
月
間
「
身
元
を
さ
が
す
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
身
内
の

方
の
行
方
に
つ
い
て
ご
心
配
な
方
は

写
真
、
家
出
当
時
の
服
装
、
持
ち
物
、

身
体
の
特
徴
の
わ
か
る
資
料
を
持
参

の
う
え
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
O
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
が
そ
の
後
便

り
が
な
い

　
○
長
い
間
行
方
が
わ
か
ら
な
い

　
○
家
出

　
　
　
カ
ナ
ダ
な
ど
で
就
職
し
て
み

　
　
　
　
　
　
　
青
年
海
外
協
力
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
フ
リ
カ

中
南
米
な
ど
の
発
展
途
上
国
へ
の
技

術
協
力
な
ど
で
活
躍
し
て
み
た
い
方

々
の
た
め
に
、
次
の
と
こ
ろ
で
常
時

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
国
際
協
力
事
業
団
仙
台
支
部
（
仙

台
市
本
町
3
1
4
1
1
0
　
宮
城
水
産

会
館
6
F
費
仙
台
6
3
－
0
7
9
5
）

　
④
毎
月
第
3
土
曜
日
の
午
後
に
仙

台
市
民
会
館
で
特
別
映
画
、
説
明
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
月
の
納
期

市
県
民
税

個
入
事
業
税

（
二
期
）

（
一
期
）

　
あ
な
た
の
技
術
を
海
外
で
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
農
業
、
工
業
そ
の
他
の
技
術
・
技

能
を
有
す
る
方
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア

白石市の人口

7月1日現在

総人口　41、405人

20，142人

21，263人

男
　
　
女

世帯数　10，114世帯

なみ

のん

図
書
館

　
　
新
入
図
書
紹
介

　
貸
本
は
一
切
無
料
で

　
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す

女
大
学
集
　
東
洋
文
庫
　
　
平
凡
社

生
涯
教
育
論
　
　
　
　
波
多
野
完
治

小
野
小
町
　
　
　
　
　
吉
行
淳
之
助

コ
タ
ン
生
物
記
三
巻
　
更
科
　
源
蔵

仙
台
領
戦
国
こ
ぽ
れ
話
紫
桃
　
正
隆

み
や
ぎ
の
い
で
湯
宮
城
県
温
泉
協
会

ま
ひ
る
野
　
　
　
　
　
渡
辺
　
淳
一

事
故
の
て
ん
ま
つ
　
　
臼
井
　
吉
見

宮
城
県
教
育
百
年
史
H

　
　
　
　
　
宮
城
県
教
育
委
員
会

戦
国
群
雄
伝

井
池
太
閤
記

寺
　
泊

天
下
を
取
る

最
新
立
体
裁
断

鷲
の
峰
物
語

井
口
　
朝
生

梅
林
貴
久
生

水
上
　
　
勉

源
氏
　
鶏
太

大
野
順
之
助

新
田
　
次
郎

サ
一
フ
リ
ー
マ
ン
新
時
代

　
　
　
　
　
　
朝
日
新
聞
経
済
部

東
南
ア
ジ
ア
の
旅
　
　
小
林
　
　
進

青
年
期
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
　
嘉

狩
　
猟
　
　
　
　
　
直
良
　
信
夫

憲
法
に
お
け
る
象
徴
と
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
飼
　
信
成

あ
さ
が
お
百
花
　
　
　
小
川
信
太
郎

あ
な
た
を
生
か
す
人
間
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
稲
田
　
　
実

祭
　
本
質
と
諸
相
　
　
松
平
　
斎
光

大
陸
一
二
干
里
歩
兵
八
四
聯
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
海
老
原
　
久

考
証
　
歴
史
奇
談
　
　
稲
垣
　
史
生

ヴ
ォ
イ
ス
博
士
　
　
　
米
山
　
文
明

農
業
は
見
な
お
さ
れ
た
か
近
藤
　
康
男

大
リ
ー
グ
ヘ
の
招
待
　
池
田
　
　
優

老
年
期
　
　
　
　
　
加
藤
　
正
明

ブ
レ
ハ
ブ
住
宅
全
書
　
佐
藤
　
泰
徳

（
以
上
新
入
書
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
）
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保
　
　
　
　
　
　
健

　
　
成
人
病
検
診

　
，
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

そ
れ
は
、
あ
た
り
ま
え
す
ぎ
て
気
に

も
と
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　巳

8月1日

り
臼

　会　　場

深谷小学検
八宮生盾

　　センター

上戸沢集会所

弥冶郎集会所

地　　区

　深　　谷

八宮、芹2尺、

大網

　上戸沢
弥治郎．鎌先

　
　
す
　
成
人
病
検
診
の

　
　
で

　
　
で
巡
回
検
診
車
「
や

　
　
ま

　
　
塒
す
ら
ぎ
号
」
が
検

　
　
筋
診
に
回
り
ま
す
の

　
　
扮
で
、
こ
の
機
会
に

　
　
塒
ぜ
ひ
受
診
し
て
下

　
　
も

　
　
れ
さ
い
。

　
　
の
　
▽
対
象
四
＋
歳

　
　
　
以
上
の
市
民

　
9

8

ワ
イ
ル
病
予
防
接
種

ワ
イ
ル
病
は
、
致
命
率
か
高
く
三

人
に
一
人
が
死
ぬ
と
い
わ
れ
て
い
る

恐
ろ
し
い
戻
病
で
す
。

　
ワ
イ
ル
病
は
、
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
と

呼
ば
れ
る
病
原
体
が
目
に
み
え
な
い

手
足
の
傷
口
は
も
ち
ろ
ん
健
康
な
皮

膚
や
粘
膜
と
か
口
あ
る
い
は
眼
な
ど

か
ら
人
体
に
入
り
発
病
し
ま
す
。
こ

の
菌
は
、
ネ
ズ
ミ
の
排
せ
つ
物
（
尿
）

に
触
れ
る
湿
田
や
用
水
あ
る
い
は
水

た
ま
り
等
で
入
に
感
染
し
ま
す
。

　
宮
城
県
は
、
全
国
で
も
ワ
イ
ル
病

の
罹
患
率
が
高
い
県
で
す
。
今
年
三

月
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
を
捕
獲
検
査
し
た
結

果
、
対
象
四
市
町
の
内
、
白
石
市
の

ネ
ズ
ミ
が
一
番
保
菌
率
が
高
く
五
七

智
も
あ
り
、
県
の
衛
生
研
究
所
で
は

白
石
地
方
の
自
然
界
は
ワ
イ
ル
菌
で

相
当
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
推
測
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
ワ
イ
ル
病
の
予
防
方
法
は
、

ま
ず
ネ
ズ
ミ
を
完
全
に
駆
除
す
る
こ

と
で
す
が
こ
れ
は
不
可
能
に
近
い
こ

と
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
下
水
、
水
た

ま
り
改
善
や
貯
水
槽
、
食
料
品
な
ど

の
防
鼠
設
備
あ
る
い
は
汚
染
の
可
能

性
の
あ
る
水
の
塩
素
消
毒
、
水
田
の

石
灰
窒
素
散
布
や
排
水
工
事
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
最
も
大
切
な
こ

と
は
皮
膚
か
ら
の
菌
の
侵
入
を
防
ぐ

た
め
に
農
作
業
な
ど
の
際
は
、
ゴ
ム

靴
や
ゴ
ム
手
袋
を
使
用
す
る
こ
と
、

ま
た
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

で
す
。
市
で
は
次
の
日
程
で
予
防
接

〆
ヘ
プ

市
内
を
流
れ
る
川
に
は
投
げ
ら
れ
た

「
ゴ
ミ
」
が
、
最
近
特
に
多
く
な
り

衛
生
上
市
民
生
活
特
に
農
業
者
に
大

き
な
問
題
と
な
り
農
作
業
に
支
障
を

き
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
水
の
都
白
石
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い

水
清
く
、
ゴ
ミ
の
な
い
美
し
い
街
づ

種
を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

接
種
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
医

　
と
き
　
八
月
十
九
日
　
二
十
六
．
番

一
三
時
三
＋
分
～
＋
四
時
当

と
こ
ろ
市
民
会
館
　
　
憲

　
対
象
者
　
十
六
歳
以
上
の
市
民

申
込
み
八
旱
呈
で
市
璽
急

課
か
出
張
所
、
分
室
へ
。
　
　
　
　
日

　
そ
の
他
初
め
て
の
方
は
二
回
接
休

種
が
必
要
で
す
。

　外科
朝倉病院
5－2101

刈田病院
5－2145

刈田病院
5－2145

銭谷医院
5－2010

内科
柿崎医院
5－2210

亘理医院
5－8501

大沼医院
5－2502

筥医院
5－2410

月日

8，7

14

21

29

市
民
一
人
［
人
の
監
止
で

　
く
り
に
は
、
や
は
り
市
民
一
人
一
人

　
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　
「
街
や
川
を
き
れ
い
に
」
を
モ
ッ
ト

　
ー
に
、
川
に
ゴ
ミ
を
絶
対
に
陰
て
な

　
い
よ
う
市
民
の
強
い
監
止
の
目
が
必

　
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

都合によ世）変更になる場合もあります

　　　　　　　　　　　　　　8

健簗力幽Σク勿』
考備所場対象地区

白石市役所白石地区

越河出張所越河地区

大鷹沢公民館大鷹沢地区

該当者に通知白石保健所区地全

大平公民館大平地区

白川公民館白川地区

　　受付時問

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

12：40～12：50

9：30～1！：30

13：｛）0～14：00

9　：30～11：30

13：1）0～14：00

区　 分

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
3ヵ月児検診

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室

日

1

2

3

4

8

9

51年7月生該当者に通知

該当者に通知

市民会館
白石保健所

区

区

地

地

全

全

小原診療所小原地区

52年2月生
該当者に通知市民会館白石以外の地区

三住婦人ホーム住地区

斎川公民館斎川地区

49年2月生白石保健所区地全

福岡公民館福岡地区

52年2月生
該当者に通知市民会館自石地区

12：40～12：50

12：40～12：50

9：30～11：30

13：00～14：00

12：40～12：50

9　：30～11；30

13：00～14：00

9：30～11；30

13：00～14：00

12：30～13：00

　9；30～11：30

13：00～14：00

12：40～12：50

12ヵ月児検診
3ヵ月児検診

健康相談
妊婦教室
6ヵ月児検診

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
3歳6ヵ月児検診

健康相談
妊婦教室
6ヵ月児検診

10

11

18

18

19

22

23

24

25


